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抱く親の増加が指摘されています。そこで家
庭教育の自主性を尊重しつつ、社会全体が家
庭における子育てや教育を応援し、支えてい
くことが強く求められています。このため、
本市では、福祉部局や PTAをはじめとする
関係機関と連携し、子供の成長期に応じた子
育て支援、家庭教育支援により、家庭教育環
境の充実と教育力の向上に取り組んでいます。

3　学び合い・育ち合いのための学習
機会及び学習プログラムの充実

乳幼児、児童・生徒を持つ親に対し、「子供
を教育することは親自身が自ら学ぶことであ

1　はじめに～世界遺産のまち～

南島原市は、長崎県の南部、島原半島の南
東部に位置し、北部は島原市、西部は雲仙市
と接しており、南側は有明海を挟んで熊本県
天草市に面しています。雲仙山麓から南へ広
がる大地は、有明海及び橘湾に広く面する海
岸を有しています。また、日本最初の国立公
園である雲仙天草国立公園及び島原半島県立
公園に指定された、雄大な山々と美しい海を
併せ持った風光明媚な地域です。
さらに、歴史的にはキリシタンとの関わり

が深く、16 世紀後半には西洋教育の教育機
関であるセミナリヨやコレジヨが設置される
など、キリスト教文化が栄え、当時の日本に
おける国際交流の最先端の地となっていまし
た。その後、江戸幕府のキリシタン弾圧と過
酷な課税等による領民弾圧、大飢饉を契機と
して発生した「島原・天草地方一揆」の舞台
となり、その終焉の地となった「原城跡」は
本年 7月 4日に『長崎と天草地方の潜伏キリ
シタン関連遺産』としてユネスコの世界文化
遺産に登録されました。

2　家庭教育支援事業の取組

家庭教育は、全ての教育の出発点であり、
子供の豊かな情操や基本的生活習慣、思いや
り、善悪の判断力など基本的な倫理観、社会
的なマナー、自制心や自立心などを養う重要
な役割を担っています。しかし、家庭を取り
巻く環境は、少子化や核家族化、人間関係の
希薄化などにより、子育てに不安や負担感を
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る」との認識のもと、各成長期における子育
ての不安等の解消を目的として、学習プログ
ラムを展開し、母親だけでなく父親が共に学
び合える家庭教育学級や、働く女性のための
家庭教育に関する学習の充実に努めています。
また、子供の多様な体験活動や親子での活

動が不足し、家庭の教育力が低下している現
実を踏まえ、家庭の日（第 3日曜日）を中心
に、親子で自然体験や製作体験を通して、家
庭・地域の教育力の向上と家族の触れ合いや
結び付きの支援を行っています。

4　地域人材に育成

地域で支える体制づくりのための核となる
人材として、育児不安、親子の学習支援、結
婚まで幅広く支援できる「家庭教育支援コア
サポーター」の資質向上と新米ママの育児不
安解消などを目的とした、初めての親学び支
援プログラムを実施しています。
また、子供の発達段階に応じた「南島原市

家庭教育支援プログラム（MFP）」を展開・
進行するためのファシリテーターを育成し、
親同士の話し合いの場をつくり、子育てに必
要な知識やスキルを学ぶ支援を行い、家庭の
教育力向上に努めています。
さらに、家庭教育などの不安や悩みを抱え

る家庭に対して、寄り添ったサポートを可能
にするため、幼・保育園等と連携し、大学等
専門機関と協力のもと、本市独自の「保護者
支援士」の養成を行っています。

5　家庭教育支援体制の充実

子育て世代を地域全体で支える体制をつく
るため、家庭教育支援拠点施設「わくわく広
場」を設置し、親の育ちを応援する学びの機
会の充実や、親子の地域とのつながりをつく
る取組を推進しています。また、幼・保育
園、学校、地域の関係機関と連携し、長崎女
子短期大学の協力を受けて、不安や悩みを抱
く子供と保護者などの相談に対応する「親育
ち講座」を開設するなど、家庭教育支援の整
備及び強化に努めています。

6　おわりに

本市の特徴ある家庭教育支援事業を中心に
紹介をしましたが、これ以外にも多くの施策
に積極的に取り組んでいます。
平成 29 年度において、廃校となった旧白
木野小学校を改修し、平成 30 年度から
「アートビレッジ・シラキノ事業」を実施し
ます。本市は、日本を代表する彫刻家である
北村西望先生を輩出し、日本人の手による最
初の銅版画が制作されたまちであり、アート
ビレッジ・シラキノを芸術文化活動の拠点施
設として整備し、幅広い層の市民が気軽に芸
術文化に触れる機会の提供や若手アーティス
トとの交流プログラムなど、創造性豊かな地
域づくり・人づくりを行ってまいります。
全国の皆様、世界遺産に登録された「原城
跡」にお出でいただくとともに、是非「アー
トビレッジ・シラキノ」へもお越しいただ
き、本市の歴史や文化、芸術に触れていただ
きますようお願いいたします。
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